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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月19日(2011.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造式、

【化１】

（式中、
　Ａ環は任意に置換される５または６員環芳香族環であり、
　Ｂ環は任意に置換されるフェニル環であり、
　Ｃ環はＸ１～Ｘ３の１つがＮであり、Ｘ１～Ｘ３の１つがＮＲ５であり、Ｘ１～Ｘ３の
１つがＮまたはＣＲ６である、５員環複素環式芳香族環であり、
　Ｚは＝Ｎ－または＝ＣＲ３－であるが、ただしＺが＝Ｎ－であり、
【化２】

であり、
Ｒ４がＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであれば、Ａ環はフェニルまたは、ハロゲンまたはト
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リフルオロメチルで置換されたフェニルでなく、
　Ｒ３は－Ｈ、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ６アルキルまたはＣ１～Ｃ６ハロアルキルであるが、
ただしＲ３がハロゲンであれば、
【化３】

は
【化４】

でなく、
　Ｒ４およびＲ５のそれぞれは独立して、－Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、フェニル、－Ｃ（
Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－Ｃ（Ｏ）（フェニル）、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ１～Ｃ６アル
キル）、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（フェニル）、－Ｓ（Ｏ）２（Ｃ１～Ｃ６アルキル）または－Ｓ（
Ｏ）２（フェニル）であり、
　Ｒ４およびＲ５によって表される基中の前記各アルキルは独立して、ハロゲン、ヒドロ
キシ、ニトロ、シアノ、アミノ、フェニル、５～６員環ヘテロアリール、Ｃ１～Ｃ６アル
コキシ、およびＣ１～Ｃ６ハロアルコキシからなる群から選択される１つ以上の置換基で
任意に置換され、
　Ｒ４およびＲ５によって表される基中の前記各フェニルは独立して、ハロゲン、ヒドロ
キシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～
Ｃ６アルコキシ、およびＣ１～Ｃ６ハロアルコキシからなる群から選択される１つ以上の
置換基で任意に置換され、
　Ｒ６は、水素、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｒ’、－ＯＲ、－ＳＲ、－Ｎ（Ｒ）２、－
Ｃ（Ｏ）Ｒ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ
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（Ｒ）２、－ＮＲＣ（Ｏ）Ｒ、－ＮＲＣ（Ｏ）ＯＲ、－ＳＯＲ’、－ＳＯ２Ｒ’、－ＳＯ

３Ｒ’、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ）２、－ＮＲＳ（Ｏ）Ｒ’、－ＮＲＳＯ２Ｒ’、－ＮＲＣ（Ｏ）
Ｎ（Ｒ）２、－ＮＲＣ（Ｏ）ＯＮ（Ｒ）２、または－ＮＲＳＯ２Ｎ（Ｒ）２であり、
　各Ｒは独立して、水素、Ｃ１～１０脂肪族、フェニルまたは５～６員環ヘテロアリール
であり、前記脂肪族はハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、フェニル、５～
６員環ヘテロアリール、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシからなる群か
ら選択される１つ以上の置換基で任意に置換され、Ｒによって表されるフェニルおよびヘ
テロアリール基、およびＲによって表される脂肪族基の置換基中のフェニルおよびヘテロ
アリール基のそれぞれは独立して、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ
１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロア
ルコキシからなる群から選択される１つ以上の置換基で任意に置換され、または
　Ｎ（Ｒ）２は、＝Ｏ、＝Ｓ、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～６アルキ
ル、Ｃ１～６ハロアルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、アミノ、Ｃ１～６アルキルア
ミノ、Ｃ１～６ジアルキルアミノ、Ｃ１～６アミノアルキル、（Ｃ１～６アルキルアミノ
）Ｃ１～６アルキル、（Ｃ１～６ジアルキルアミノ）Ｃ１～６アルキル、（フェニル）Ｃ

１～６アルキル、（５～６員環ヘテロアリール）Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルコキシ
、Ｃ１～６ハロアルコキシ、Ｃ１～６アルキルカルボニルオキシ、Ｃ１～６アルコキシカ
ルボニル、Ｃ１～６アルキルカルボニル、フェニル、および５～６員環ヘテロアリールか
らなる群から選択される１つ以上の置換基で任意に置換される非芳香族複素環式基を形成
し、
　各Ｒ’は独立して、Ｃ１～１０脂肪族、フェニルまたは５～１４員環ヘテロアリールで
あり、前記脂肪族は、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、フェニル、５～
６員環ヘテロアリール、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ１～６ア
ルキルアミノ、Ｃ１～６ジアルキルアミノ、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－Ｃ（
Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル）、－Ｃ（Ｏ）（フェニル）、－Ｃ（Ｏ）（非芳香族複素
環式基）、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ１～Ｃ６ハロアルキ
ル）、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（フェニル）、－ＯＣ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＣ（Ｏ）
（Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル）、－ＯＣ（Ｏ）（フェニル）、－Ｓ（Ｏ）２（Ｃ１～Ｃ６ア
ルキル）、－Ｓ（Ｏ）２（Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル）、および－Ｓ（Ｏ）２（フェニル）
からなる群から選択される１つ以上の置換基で任意に置換され、Ｒ’によって表されるフ
ェニルおよびヘテロアリール基、およびＲ’によって表される脂肪族基の置換基中のフェ
ニルおよびヘテロアリール基のそれぞれは独立して、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シ
アノ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、
Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、非芳香族複素環式基、Ｃ１～６アルキルアミノ、Ｃ１～６ジ
アルキルアミノ、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６ハロアル
キル）、－Ｃ（Ｏ）（フェニル）、－Ｃ（Ｏ）（非芳香族複素環式基）、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（
Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル）、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（フェ
ニル）、－ＯＣ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＣ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル
）、－ＯＣ（Ｏ）（フェニル）、－Ｓ（Ｏ）２（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－Ｓ（Ｏ）２（
Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル）、および－Ｓ（Ｏ）２（フェニル）からなる群から選択される
１つ以上の置換基で任意に置換される）によって表される化合物、または薬学的に許容で
きるその塩。
【請求項２】
　化合物が、
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【化９】
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（式中、Ａ環およびＢ環は任意に置換される）から選択される構造式によって表され、ま
たは薬学的に許容できるその塩である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　　化合物が、構造式、
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【化１０】

（式中、Ａ環およびＢ環は任意に置換される）によって表され、または薬学的に許容でき
るその塩である、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　各Ｒ２が－ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり、
　Ｒ３が－Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキルまたはＣ１～Ｃ６ハロアルキルであり、
　各Ｒ’が独立して、Ｃ１～１０脂肪族、フェニルまたは５～６員環ヘテロアリールであ
り、前記脂肪族が、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、フェニル、５～６
員環ヘテロアリール、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシからなる群から
選択される１つ以上の置換基で任意に置換され、Ｒ’によって表されるフェニルおよびヘ
テロアリール基、およびＲ’によって表される脂肪族基の置換基中のフェニルおよびヘテ
ロアリール基のそれぞれが独立して、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、
Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロ
アルコキシからなる群から選択される１つ以上の置換基で任意に置換され、
　フェニルＡ環が１つ以上の置換基Ｑａで任意に置換され、フェニルＢ環が１つ以上の置
換基Ｑｂで任意に置換され、ＱａおよびＱｂのそれぞれが独立して、ハロゲン、－Ｘ－Ｒ
１、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＮＣＳ、Ａｋ１、Ａｒ１、（Ｃ１～１０アルキレン）－Ａｒ１

、（Ｃ２～１０アルケニレン）－Ａｒ１、－Ｏ－［ＣＨ２］ｐ－Ｏ－、－Ｓ－［ＣＨ２］

ｐ－Ｓ－、および－［ＣＨ２］ｑ－からなる群から選択され、
　Ｘが－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－、－ＯＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｒ２）－、－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ２）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２）－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（
Ｏ）２－、－ＳＯ３－、－ＳＯ２ＮＲ２－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ２－、－ＮＲ２Ｃ（
Ｏ）－、－ＮＲ２Ｓ（Ｏ）－、－ＮＲ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＮＲ２Ｃ（Ｏ）ＯＮＲ２－、－
Ｎ（Ｒ２）Ｃ（Ｏ）ＮＲ２－、－ＮＲ２ＳＯ２ＮＲ２－または－ＮＲ２ＳＯ２－であり、
　各Ｒ１が独立して、
　ｉ）水素、
　ｉｉ）ハロゲン、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＮＣＳ、Ａｋ１０、（Ｃ１～１０アルキレン）
－Ａｒ１０、（Ｃ２～１０アルケニレン）－Ａｒ１０、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１０、－Ｃ（Ｏ）
Ｒ１０、－Ｃ（Ｓ）Ｒ１０、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、－Ｃ（Ｓ
）Ｎ（Ｒ１１）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、－Ｓ（Ｏ）Ｒ１２、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１

２、－ＳＯ３Ｒ１２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１１）２、－ＯＲ１０、－ＳＲ１０、－Ｎ（Ｒ１１

）２、－ＮＲ１１Ｃ（Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ１１Ｓ（Ｏ）Ｒ１２、－ＮＲ１１Ｃ（Ｏ）ＯＲ
１２、－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、－ＮＲ１１ＳＯ２Ｎ（Ｒ１１）２、およ
び－ＮＲ１１ＳＯ２Ｒ１２からなる群から選択される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に
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独立して置換されるＣ６～１４アリール基または５～１４員環ヘテロアリール基、または
　ｉｉｉ）ハロゲン、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＮＣＳ、Ａｒ１０、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１０、－
Ｃ（Ｏ）Ｒ１０、－Ｃ（Ｓ）Ｒ１０、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ１０、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、
－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ１１）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、－Ｓ（Ｏ）Ｒ１２、－Ｓ（Ｏ
）２Ｒ１２、－ＳＯ３Ｒ１２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１１）２、－ＯＲ１０、－ＳＲ１０、－Ｎ
（Ｒ１１）２、－ＮＲ１１Ｃ（Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ１１Ｓ（Ｏ）Ｒ１２、－ＮＲ１１Ｃ（
Ｏ）ＯＲ１２、－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、－ＮＲ１１ＳＯ２Ｎ（Ｒ１１）

２、および－ＮＲ１１ＳＯ２Ｒ１２からなる群から選択される１つ以上の置換基で任意に
置換されるＣ１～１０脂肪族基であるが、
ただしＸが－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－ＳＯ３－、－ＮＲ２Ｓ（Ｏ）－または－Ｎ
Ｒ２ＳＯ２－であれば、Ｒ１は水素以外であり、
　各Ｒ２が独立して、Ｒ１、－ＣＯ２Ｒ１、－ＳＯ２Ｒ１または－Ｃ（Ｏ）Ｒ１であり、
またはＮＲ１と一緒に合わせると、＝Ｏ、＝Ｓ、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、アミノ、Ｃ

１～６アルキルアミノ、Ｃ１～６ジアルキルアミノ、Ｃ１～６アミノアルキル、（Ｃ１～

６アルキルアミノ）Ｃ１～６アルキル、（Ｃ１～６ジアルキルアミノ）Ｃ１～６アルキル
、（フェニル）Ｃ１～６アルキル、（５～６員環ヘテロアリール）Ｃ１～６アルキル、Ｃ

１～６アルコキシ、Ｃ１～６ハロアルコキシ、Ｃ１～６アルキルカルボニルオキシ、Ｃ１

～６アルコキシカルボニル、Ｃ１～６アルキルカルボニル、フェニル、および５～６員環
ヘテロアリールからなる群から選択される１つ以上の置換基で任意に置換される非芳香族
複素環式基を形成し、
　各Ｒ１０が独立して、
　ｉ）水素、
　ｉｉ）ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～１０アルキル、Ｃ１～１０ハロ
アルキル、（Ｃ１～１０ハロアルコキシ）Ｃ１～１０アルキル、（Ｃ１～１０アルコキシ
）Ｃ１～１０アルキル、Ｃ１～１０ヒドロキシアルキル、Ｃ１～１０アミノアルキル、（
Ｃ１～１０アルキルアミノ）Ｃ１～１０アルキル、（Ｃ１～１０ジアルキルアミノ）Ｃ１

～１０アルキル、（フェニル）Ｃ１～１０アルキル、（５～６員環ヘテロアリール）Ｃ１

～１０アルキル、アミノ、Ｃ１～１０アルキルアミノ、Ｃ１～１０ジアルキルアミノ、Ｃ

１～１０アルコキシ、Ｃ１～１０ハロアルコキシ、Ｃ１～１０アルキルカルボニルオキシ
、Ｃ１～１０アルコキシカルボニル、およびＣ１～１０アルキルカルボニルからなる群か
ら選択される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に独立して置換されるＣ６～１４アリール
基または５～１４員環ヘテロアリール基、または
　ｉｉｉ）ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～１０ハロアルキル、Ｃ１～１

０アルコキシ、Ｃ１～１０ハロアルコキシ、アミノ、Ｃ１～１０アルキルアミノ、Ｃ１～

１０ジアルキルアミノ、Ｃ１～１０アルキルカルボニルオキシ、Ｃ１～１０アルコキシカ
ルボニル、Ｃ１～１０アルキルカルボニル、およびフェニルからなる群から選択される１
つ以上の置換基で任意に置換されるＣ１～１０アルキル基であり、前記フェニルがハロゲ
ン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハロアルキ
ル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、およびＣ１～Ｃ３ハロアルコキシからなる群から選択される
１つ以上の置換基で任意に置換され、
　各Ｒ１１が独立して、Ｒ１０、－ＣＯ２Ｒ１０、－ＳＯ２Ｒ１０または－Ｃ（Ｏ）Ｒ１

０であり、または
　一緒に合わせた－Ｎ（Ｒ１１）２が、＝Ｏ、＝Ｓ、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロ
キシ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、アミノ
、Ｃ１～６アルキルアミノ、Ｃ１～６ジアルキルアミノ、Ｃ１～６アミノアルキル、（Ｃ

１～６アルキルアミノ）Ｃ１～６アルキル、（Ｃ１～６ジアルキルアミノ）Ｃ１～６アル
キル、Ｃ１～６アルコキシ、Ｃ１～６ハロアルコキシ、Ｃ１～６アルキルカルボニルオキ
シ、Ｃ１～６アルコキシカルボニル、およびＣ１～６アルキルカルボニルからなる群から
選択される１つ以上の置換基で任意に置換される非芳香族複素環式基であり、
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　各Ｒ１２が独立して、
　ｉ）ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～１０アルキル、Ｃ１～１０ハロア
ルキル、（Ｃ１～１０ハロアルコキシ）Ｃ１～１０アルキル、（Ｃ１～１０アルコキシ）
Ｃ１～１０アルキル、Ｃ１～１０ヒドロキシアルキル、Ｃ１～１０アミノアルキル、（Ｃ

１～１０アルキルアミノ）Ｃ１～１０アルキル、（Ｃ１～１０ジアルキルアミノ）Ｃ１～

１０アルキル、アミノ、Ｃ１～１０アルキルアミノ、Ｃ１～１０ジアルキルアミノ、Ｃ１

～１０アルコキシ、Ｃ１～１０ハロアルコキシ、Ｃ１～１０アルキルカルボニルオキシ、
Ｃ１～１０アルコキシカルボニル、およびＣ１～１０アルキルカルボニルからなる群から
選択される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に独立して置換されるＣ６～１４アリール基
または５～１４員環ヘテロアリール基、または
　ｉｉ）ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～１０ハロアルキル、Ｃ１～１０

アルコキシ、Ｃ１～１０ハロアルコキシ、アミノ、Ｃ１～１０アルキルアミノ、Ｃ１～１

０ジアルキルアミノ、Ｃ１～１０アルキルカルボニルオキシ、Ｃ１～１０アルコキシカル
ボニル、Ｃ１～１０アルキルカルボニル、およびフェニルからなる群から選択される１つ
以上の置換基で任意に置換されるＣ１～１０アルキル基であり、前記フェニルがハロゲン
、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル
、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、およびＣ１～Ｃ３ハロアルコキシからなる群から選択される１
つ以上の置換基で任意に置換され、
　各Ａｋ１が独立して、ハロゲン、ニトロ、シアノ、－Ｎ（Ｒ２１）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｒ２１）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）２、－ＮＲ２１Ｃ（Ｏ）Ｒ２１、－ＳＯ２Ｒ２２、
－ＳＯ２Ｎ（Ｒ２１）２、－ＮＲ２１ＳＯ２Ｒ２２、－ＮＲ２１Ｃ（Ｏ）ＯＲ２１、－Ｏ
Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）２、－ＮＲ２１Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）２、－ＮＲＣ（Ｏ）ＯＮ（Ｒ
）２、－ＮＲ２１ＳＯ２Ｎ（Ｒ２１）２、－ＯＲ２１、－ＳＲ２１、Ｃ１～１０ハロアル
コキシ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ２１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ２１、および－ＯＣ（Ｏ）Ｒ２１からなる群
から選択される１つ以上の置換基で任意に置換されるＣ１～１０脂肪族基であり、
　各Ａｋ１０が独立して、ハロゲン、ニトロ、シアノ、－ＯＨ、－ＳＨ、－Ｏ（Ｃ１～６

アルキル）、－Ｓ（Ｃ１～６アルキル）、Ｃ１～６ハロアルコキシ、アミノ、Ｃ１～６ア
ルキルアミノ、Ｃ１～６ジアルキルアミノ、Ｃ１～６アルキルカルボニルオキシ、Ｃ１～

６アルコキシカルボニル、およびＣ１～６アルキルカルボニルからなる群から選択される
１つ以上の置換基で任意に置換されるＣ１～１０アルキル基であり、
　各Ａｒ１が、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｃ１～１０アルキル、Ｃ１～１０ハロアルキ
ル、（Ｃ１～１０ハロアルコキシ）Ｃ１～１０アルキル、（Ｃ１～１０アルコキシ）Ｃ１

～１０アルキル、Ｃ１～１０ヒドロキシアルキル、Ｃ１～１０アミノアルキル、（Ｃ１～

１０アルキルアミノ）Ｃ１～１０アルキル、（Ｃ１～１０ジアルキルアミノ）Ｃ１～１０

アルキル、－Ｎ（Ｒ２１）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）２、
－ＮＲ２１Ｃ（Ｏ）Ｒ２１、－ＳＯ２Ｒ２２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ２１）２、－ＮＲ２１ＳＯ

２Ｒ２２、－ＮＲ２１Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）２、－ＮＲＣ（Ｏ）ＯＮ（Ｒ）２、－ＮＲ２

１ＳＯ２Ｎ（Ｒ２１）２、－ＯＲ２１、－ＳＲ２１、Ｃ１～１０ハロアルコキシ、－Ｃ（
Ｏ）Ｒ２１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ２１、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ２１、フェニル、および５～６員環ヘ
テロアリールからなる群から選択される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に独立して置換
されるＣ６～１４アリール基または５～１４員環ヘテロアリール基であり、前記フェニル
および前記５～６員環ヘテロアリールが、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、およびＣ１
～Ｃ３ハロアルコキシからなる群から選択される１つ以上の置換基でそれぞれ独立して任
意に置換され、
　各Ａｒ１０が独立して、ハロゲン、ニトロ、シアノ、－ＯＨ、－ＳＨ、－Ｏ（Ｃ１～１

０アルキル）、－Ｓ（Ｃ１～１０アルキル）、Ｃ１～１０アルキル、Ｃ１～１０ハロアル
キル、（Ｃ１～１０ハロアルコキシ）Ｃ１～１０アルキル、（Ｃ１～１０アルコキシ）Ｃ

１～１０アルキル、Ｃ１～１０ヒドロキシアルキル、（Ｃ１～１０アミノアルキル、（Ｃ

１～１０アルキルアミノ）Ｃ１～１０アルキル、（Ｃ１～１０ジアルキルアミノ）Ｃ１～
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１０アルキル、（フェニル）Ｃ１～１０アルキル、（５～６員環ヘテロアリール）Ｃ１～

１０アルキル、アミノ、Ｃ１～１０アルキルアミノ、Ｃ１～１０ジアルキルアミノ、Ｃ１

～１０ハロアルコキシ、Ｃ１～１０アルキルカルボニルオキシ、Ｃ１～１０アルコキシカ
ルボニル、およびＣ１～１０アルキルカルボニルからなる群から選択される１つ以上の置
換基でそれぞれ独立して任意に置換されるＣ６～１４アリール基または５～１４員環ヘテ
ロアリール基であり、
　各Ｒ２１が独立して、水素、Ｃ１～６アルキル、フェニルまたは５～６員環ヘテロアリ
ールであり、Ｒ２１によって表されるフェニルおよびヘテロアリール基のそれぞれが独立
して、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ
３ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、およびＣ１～Ｃ３ハロアルコキシからなる群か
ら選択される１つ以上の置換基で任意に置換され、Ｒ２１によって表されるアルキル基が
、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハ
ロアルキル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、およびＣ１～Ｃ３ハロアルコキシからなる群から選
択される１つ以上の置換基で任意に置換され、または
　Ｎ（Ｒ２１）２がハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、＝Ｏ、Ｃ１～Ｃ３アルキル
、Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ１～Ｃ３ハロアルコキシ、および
アミノからなる群から選択される１つ以上の置換基で任意に置換される非芳香族複素環式
基を形成し、
　各Ｒ２２が独立して、Ｃ１～６アルキル、フェニルまたは５～６員環ヘテロアリールで
あり、Ｒ２２によって表されるフェニルおよびヘテロアリール基のそれぞれが独立して、
ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハロ
アルキル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、およびＣ１～Ｃ３ハロアルコキシからなる群から選択
される１つ以上の置換基で任意に置換され、Ｒ２２によって表されるアルキル基が、ハロ
ゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハロアル
キル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、およびＣ１～Ｃ３ハロアルコキシからなる群から選択され
る１つ以上の置換基で任意に置換され、
　各ｐが１、２または３であり、
　各ｑが２、３、４または５である、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　化合物が、構造式、
【化１１】
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（式中、
　ｎおよびｍのそれぞれは独立して、０、１または２であり、
　Ｒ４およびＲ５のそれぞれは独立して、－Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、フェニル、－Ｃ（
Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－Ｃ（Ｏ）（フェニル）、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ１～Ｃ６アル
キル）、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（フェニル）、－Ｓ（Ｏ）２（Ｃ１～Ｃ６アルキル）または－Ｓ（
Ｏ）２（フェニル）であり、Ｒ４およびＲ５によって表される基中の各前記フェニルは独
立して、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～
Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、およびＣ１～Ｃ６ハロアルコキシからなる群
から選択される１つ以上の置換基で任意に置換され、Ｒ４およびＲ５によって表される基
中の各前記アルキルは独立して、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ１
～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、およびフェニルからなる群から選択され
る１つ以上の置換基で任意に置換され、
　Ｒ７は－Ｈ、Ｆ、Ｃｌまたはメチルであり、
　ＲおよびＲ’のそれぞれによって表される任意に置換される５～６員環ヘテロアリール
基は、独立して、任意に置換されるフラニル基、任意に置換されるイミダゾリル基、任意
に置換されるイソオキサゾリル基、任意に置換されるオキサジアゾリル基、任意に置換さ
れるオキサゾリル基、任意に置換されるピラゾリル基、任意に置換されるピロリル基、任
意に置換されるピリジル基、任意に置換されるピリミジニル基、任意に置換されるピリダ
ジニル基、任意に置換されるチアゾリル基、任意に置換されるトリアゾリル基、任意に置
換されるテトラゾリル基または任意に置換されるチエニル基であり、
　ＲおよびＲ’のそれぞれによって表される基の置換基中の５～６員環ヘテロアリール基
は独立して、フラニル基、イミダゾリル基、イソオキサゾリル基、オキサジアゾリル基、
オキサゾリル基、ピラゾリル基、ピロリル基、ピリジル基、ピリミジニル基、ピリダジニ
ル基、チアゾリル基、トリアゾリル基、テトラゾリル基またはチエニル基である）によっ
て表され、または薬学的に許容できるその塩である、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　化合物が、



(12) JP 2011-506494 A5 2012.2.16

【化１７】
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（式中、
ＱａおよびＱｂの片方は、ハロゲン、－ＮＯ２、－ＣＮ、Ａｋ１、Ａｒ１、（Ｃ１～１０

アルキレン）－Ａｒ１、（Ｃ１～１０アルケニレン）－Ａｒ１または－Ｘ－Ｒ１であり、
ＱａおよびＱｂの他方はハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、メチル、メト
キシ、ハロメチルまたはハロメトキシであり、
　各Ｒ６が独立して、水素、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｒ’、－ＯＲ、－ＳＲまたは－
Ｎ（Ｒ）２であり、
　各Ｒが独立して、水素、任意に置換されるＣ１～６アルキル、任意に置換されるＣ２～

６アルケニル、任意に置換されるフェニルまたは任意に置換される５～６員環ヘテロアリ
ールであり、または
　一緒に合わせたＮ（Ｒ）２が、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、＝Ｏ、Ｃ１～
Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ１～Ｃ３ハロアルコ
キシ、およびアミノからなる群から選択される１つ以上の置換基で任意に置換される非芳
香族複素環式基であり、
　各Ｒ’が独立して、任意に置換されるＣ１～６アルキル、任意に置換されるＣ２～６ア
ルケニル、任意に置換されるフェニルまたは任意に置換される５～６員環ヘテロアリール
である）から選択される構造式によって表され、または薬学的に許容できるその塩である
、請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ’が－ＣＨ２－（任意に置換されるフェニル）、－ＣＨ２（任意に置換される５～６
員環ヘテロアリール）、－ＣＨ２－ＣＨ２－（任意に置換されるフェニル）、－ＣＨ２－
ＣＨ２－（任意に置換される５～６員環ヘテロアリール）、ＣＨ＝ＣＨ－（任意に置換さ
れるフェニル）または－ＣＨ＝ＣＨ－（任意に置換される５～６員環ヘテロアリール）で
ある、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ’が－ＣＨ２－（任意に置換されるフェニル）、－ＣＨ２－（任意に置換されるピリ
ジル）、－ＣＨ２－ＣＨ２－（任意に置換されるフェニル）、－ＣＨ２－ＣＨ２－（任意
に置換されるピリジル）、ＣＨ＝ＣＨ－（任意に置換されるフェニル）または－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－（任意に置換されるピリジル）であり、
　Ｒ４およびＲ５のそれぞれが－Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、フェニル、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１
～Ｃ６アルキル）、－Ｃ（Ｏ）（フェニル）、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－
Ｃ（Ｏ）Ｏ（フェニル）、－Ｓ（Ｏ）２（Ｃ１～Ｃ６アルキル）または－Ｓ（Ｏ）２（フ
ェニル）である、請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ６が任意に置換されるフェニル基、任意に置換されるピリジル基、任意に置換される
ピロリル基、任意に置換されるピラゾリル基、任意に置換されるチアゾリル基、任意に置
換されるピリミジニル基、または任意に置換されるチエニル基であり、
　Ｒ６によって表される基が、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ１～
Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、およびＣ１～Ｃ６ハロ
アルコキシからなる群から選択される１つ以上の置換基で独立して任意に置換される、請
求項６に記載の化合物。
【請求項１０】
　各構造式（Ｖ）～（ＶＩＩ）のＱａおよびＱｂの片方が独立して、ハロゲン、ヒドロキ
シ、シアノ、ニトロ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１
～Ｃ６アルキル）、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－Ｃ（
Ｏ）Ｎ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）２、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＳＯ２ＮＨ（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、－ＳＯ２Ｎ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）２、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－Ｏ
（Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル）、－ＳＨ、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６
ハロアルキル）、－ＮＨ２、－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－Ｎ（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）２、－ＮＨＣ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ（Ｃ１～Ｃ６アルキル
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）、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＮＨＣ（Ｏ
）Ｎ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＮＨ２、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＮＨ（Ｃ１
～Ｃ６アルキル）、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＮ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）２、－ＮＨＳＯ２ＮＨ２

、－ＮＨＳＯ２ＮＨ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＮＨＳＯ２Ｎ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）２

または－ＮＨＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であり、各構造式（Ｖ）～（ＶＩＩ）のＱａ

およびＱｂの他方が独立して、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、メチル
、メトキシ、ハロメチルまたはハロメトキシである、請求項６に記載の化合物。
【請求項１１】
　各構造式（Ｖ）～（ＶＩＩ）のＱａおよびＱｂの片方が独立して、ハロゲン、ヒドロキ
シ、シアノ、ニトロ、Ｐｈ、－ＣＨ２Ｐｈ、－Ｃ（Ｏ）Ｐｈ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（Ｐｈ）、
－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）（Ｐｈ）、－ＳＯ２ＮＨ（Ｐｈ）、－ＳＯ２Ｎ（Ｃ
１～Ｃ６アルキル）（Ｐｈ）、－Ｏ（Ｐｈ）、－Ｓ（Ｐｈ）、－ＮＨ（Ｐｈ）、－Ｎ（Ｃ
１～Ｃ６アルキル）（Ｐｈ）、－ＮＨＣ（Ｏ）（Ｐｈ）、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ（Ｐｈ）、－
ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ（Ｐｈ）、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）（Ｐｈ）、－ＮＨ
Ｃ（Ｏ）ＯＮＨ（Ｐｈ）、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＮ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）（Ｐｈ）、－ＮＨ
ＳＯ２ＮＨ（Ｐｈ）、－ＮＨＳＯ２Ｎ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）（Ｐｈ）または－ＮＨＳＯ

２（Ｐｈ）であり、各Ｐｈが、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、Ｃ１～
Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、およびＣ１～Ｃ３ハロ
アルコキシからなる群から選択される１つ以上の置換基で独立して任意に置換されるフェ
ニル基であり、および各構造式（Ｖ）～（ＶＩＩ）のＱａおよびＱｂの他方が独立して、
ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロ、シアノ、アミノ、メチル、メトキシ、ハロメチルまたは
ハロメトキシである、請求項６に記載の化合物。
【請求項１２】
　化合物が、
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【化２５】

（式中、
Ｒ６は任意に置換されるフェニル、任意に置換される５～１２員環ヘテロアリール、－Ｃ
Ｈ２－（任意に置換されるフェニル）、－ＣＨ２－（任意に置換される５～１２員環ヘテ
ロアリール）、－ＣＨ２－ＣＨ２－（任意に置換されるフェニル）、－ＣＨ２－ＣＨ２－
（任意に置換される５～１２員環ヘテロアリール）、－ＣＨ＝ＣＨ－（任意に置換される
フェニル）、－ＣＨ＝ＣＨ－（任意に置換される５～１２員環ヘテロアリール）、－ＣＨ
＝ＣＨ－Ｃ（Ｏ）Ｏ（任意に置換されるＣ１～６アルキル）、または－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣ
（Ｏ）（任意に置換されるＣ１～６アルキル）である）から選択される構造式によって表
され、または薬学的に許容できるその塩である、請求項４のいずれか一項に記載の化合物
。
【請求項１３】
　化合物が、
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【化３０】

　から選択される構造式によって表され、または薬学的に許容できるその塩である、請求
項１２に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ６によって表される基中の５～１２員環ヘテロアリールが、ピリジル、チアゾリル、
ピラジニル、チオフェニル、インドリル、キノリニル、ピロリル、ピラゾリル、およびピ
リミジニルからなる群から選択され、そのそれぞれが任意に置換され、
　ＱａおよびＱｂのそれぞれが独立して、ハロゲン、シアノ、－ＮＲ１Ｒ２、－ＮＲ２Ｃ
（Ｏ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－ＮＲ２Ｃ
（Ｏ）ＯＲ１、－Ｎ（Ｒ２）Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－ＯＲ１、－ＳＯ２ＮＲ１Ｒ２、－Ｎ
Ｒ２ＳＯ２Ｒ１、Ｃ１～６アルキル、フェニルまたは５～１２員環ヘテロアリールであり
、ＱａおよびＱｂによって表されるＣ１～６アルキルが、ハロゲン、ニトロ、シアノ、－
ＯＨ、－ＳＨ、－Ｏ（Ｃ１～６アルキル）、－Ｓ（Ｃ１～６アルキル）、Ｃ１～６ハロア
ルコキシ、アミノ、Ｃ１～６アルキルアミノ、Ｃ１～６ジアルキルアミノ、Ｃ１～６アル
キルカルボニルオキシ、Ｃ１～６アルコキシカルボニル、およびＣ１～６アルキルカルボ
ニルからなる群から選択される１つ以上の置換基で任意に置換され、ＱａおよびＱｂによ
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って表されるフェニルまたは５～１２員環ヘテロアリールが、ハロゲン、ニトロ、シアノ
、－ＯＨ、－ＳＨ、－Ｏ（Ｃ１～６アルキル）、－Ｓ（Ｃ１～６アルキル）、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、（Ｃ１～６ハロアルコキシ）Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～

６アルコキシ）Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、（Ｃ１～６アミノアル
キル、（Ｃ１～６アルキルアミノ）Ｃ１～６アルキル、（Ｃ１～６ジアルキルアミノ）Ｃ

１～６アルキル、（フェニル）Ｃ１～６アルキル、（５～６員環ヘテロアリール）Ｃ１～

６アルキル、アミノ、Ｃ１～６アルキルアミノ、Ｃ１～６ジアルキルアミノ、Ｃ１～６ハ
ロアルコキシ、Ｃ１～６アルキルカルボニルオキシ、Ｃ１～６アルコキシカルボニル、お
よびＣ１～６アルキルカルボニルからなる群から選択される１つ以上の置換基で任意に置
換され、
　Ｒ１およびＲ２のそれぞれが独立して、－Ｈ－またはＣ１～６アルキルであり、Ｃ１～

６アルキルが、ハロゲン、－ＯＨ、－ＳＨ、－Ｏ（Ｃ１～３アルキル）、－Ｓ（Ｃ１～３

アルキル）、およびＣ１～６ハロアルコキシからなる群から独立して選択される１つ以上
の置換基で任意に置換され、
　Ｒ６によって表される基中のフェニルまたは５～１２員環ヘテロアリールが、ハロゲン
、ニトロ、シアノ、－ＯＨ、－ＳＨ、－Ｏ（Ｃ１～６アルキル）、－Ｓ（Ｃ１～６アルキ
ル）、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、（Ｃ１～６ハロアルコキシ）Ｃ１～６

アルキル、（Ｃ１～６アルコキシ）Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、Ｃ

１～６アミノアルキル、（Ｃ１～６アルキルアミノ）Ｃ１～６アルキル、（Ｃ１～６ジア
ルキルアミノ）Ｃ１～６アルキル、（フェニル）Ｃ１～６アルキル、（５～６員環ヘテロ
アリール）Ｃ１～６アルキル、アミノ、Ｃ１～６アルキルアミノ、Ｃ１～６ジアルキルア
ミノ、Ｃ１～６ハロアルコキシ、Ｃ１～６アルキルカルボニルオキシ、Ｃ１～６アルコキ
シカルボニル、Ｃ１～６アルキルカルボニル、－（ＣＨ２）０～３－Ｎ－ピペリジニル、
－（ＣＨ２）０～３－Ｎ－モルホリニル、－（ＣＨ２）０～３－Ｎ－ピロリジニル、およ
び－（ＣＨ２）０～３－Ｎ－（ＣＨ２）０～３－ピペラジニルからなる群から選択される
１つ以上の置換基で任意に置換され、
　Ｒ６によって表される基中のＣ１～６アルキルが、ハロゲン、ニトロ、シアノ、－ＯＨ
、－ＳＨ、－Ｏ（Ｃ１～６アルキル）、－Ｓ（Ｃ１～６アルキル）、Ｃ１～６ハロアルコ
キシ、アミノ、Ｃ１～６アルキルアミノ、Ｃ１～６ジアルキルアミノ、Ｃ１～６アルキル
カルボニルオキシ、Ｃ１～６アルコキシカルボニル、およびＣ１～６アルキルカルボニル
からなる群から選択される１つ以上の置換基で任意に置換される、請求項１３に記載の化
合物。
【請求項１５】
　Ｒ６によって表される基中のフェニルまたは５～１２員環ヘテロアリールが、ハロゲン
、ニトロ、シアノ、－ＯＨ、－ＳＨ、－Ｏ（Ｃ１～６アルキル）、－Ｓ（Ｃ１～６アルキ
ル）、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、（Ｃ１～６ハロアルコキシ）Ｃ１～６

アルキル、（Ｃ１～６アルコキシ）Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、Ｃ

１～６アミノアルキル、（Ｃ１～６アルキルアミノ）Ｃ１～６アルキル、（Ｃ１～６ジア
ルキルアミノ）Ｃ１～６アルキル、（フェニル）Ｃ１～６アルキル、（５～６員環ヘテロ
アリール）Ｃ１～６アルキル、アミノ、Ｃ１～６アルキルアミノ、Ｃ１～６ジアルキルア
ミノ、Ｃ１～６ハロアルコキシ、Ｃ１～６アルキルカルボニルオキシ、Ｃ１～６アルコキ
シカルボニル、およびＣ１～６アルキルカルボニルからなる群から選択される１つ以上の
置換基で任意に置換される、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｑａがハロゲン、シアノ、－ＮＲ１Ｒ２、－ＮＲ２Ｃ（Ｏ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、
－ＯＣ（Ｏ）Ｒ１、－Ｎ（Ｒ２）Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－ＯＲ１、Ｃ１～６アルキルであ
り、Ｃ１～６アルキルがハロゲン、－ＯＨ、－ＳＨ、－Ｏ（Ｃ１～６アルキル）、－Ｓ（
Ｃ１～６アルキル）、およびＣ１～６ハロアルコキシからなる群から選択される１つ以上
の置換基で任意に置換され、
　Ｑｂがハロゲン、Ｃ１～３アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、Ｃ１～３アルコキシ、ま
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たはＣ１～３ハロアルコキシであり、
　Ｒ６によって表される基中のフェニル、５～１２員環ヘテロアリール、およびＣ１～６

アルキルが、ハロゲン、ニトロ、シアノ、－Ｏ（Ｃ１～６アルキル）、Ｃ１～６アルキル
、Ｃ１～６ハロアルキル、およびＣ１～６ハロアルコキシからなる群から選択される１つ
以上の置換基で任意に置換される、請求項１５に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｑａが－ＯＨ、Ｃ１～６アルコキシまたはＣ１～６ハロアルコキシであり、
　Ｒ６によって表される基中のフェニル、５～１２員環ヘテロアリール、およびＣ１～６

アルキルが、ハロゲン、メチル、メトキシ、およびトリフルオロメチルからなる群から独
立して選択される１つ以上の置換基でそれぞれ任意に置換される、請求項１６に記載の化
合物。
【請求項１８】
　化合物が、
【化３１】

（式中、
　Ｑａは－Ｈ、ハロゲン、－ＮＨ２、（Ｃ１～６アルキル）アミンまたはＣ１～６アルコ
キシであり、
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　Ｒ６はフェニル、５～６員環ヘテロアリール、－ＣＨ＝ＣＨ－（フェニル）、－ＣＨ＝
ＣＨ－（５～６員環ヘテロアリール）、－Ｃ≡Ｃ－（フェニル）、－Ｃ≡Ｃ－（５～６員
環ヘテロアリール）であり、Ｒ６によって表される基中の各フェニルおよびヘテロアリー
ルは、ハロゲン、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、Ｃ１～６アミノアルキル、
（Ｃ１～６アルキルアミノ）Ｃ１～６アルキル、（Ｃ１～６ジアルキルアミノ）Ｃ１～６

アルキル、（フェニル）Ｃ１～６アルキル、アミノ、Ｃ１～６アルキルアミノ、Ｃ１～６

ジアルキルアミノ、－（ＣＨ２）０～３－Ｎ－ピペリジニル、－（ＣＨ２）０～３－Ｎ－
モルホリニル、－（ＣＨ２）０～３－Ｎ－ピロリジニル、および－（ＣＨ２）０～３－Ｎ
－ピペラジニルで任意に置換され、Ｎ－ピペラジニルはＣ１～６アルキルまたはＣ１～６

アシルで任意にＮ’置換される）から選択される構造式によって表され、または薬学的に
許容できるその塩である、請求項１に記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｒ６によって表される基中の各ヘテロアリールが、ピリジニル、ピリミジニルまたはピ
ラジニルであり、それぞれがハロゲン、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、Ｃ１

～６アミノアルキル、（Ｃ１～６アルキルアミノ）Ｃ１～６アルキル、（Ｃ１～６ジアル
キルアミノ）Ｃ１～６アルキル、（フェニル）Ｃ１～６アルキル、アミノ、Ｃ１～６アル
キルアミノ、Ｃ１～６ジアルキルアミノ、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、Ｎ－ピ
ロリジニル、およびＮ－ピペラジニルで任意に置換され、Ｎ－ピペラジニルがＣ１～６ア
ルキルまたはＣ１～６アシルで任意にＮ’－で置換される、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２０】
　薬学的に許容できるキャリア、および請求項１～１９のいずれか一項に記載の化合物ま
たは薬学的に許容できるその塩を含んでなる、医薬組成物。
【請求項２１】
　Ｅ異性体である、請求項１の化合物。
【請求項２２】
　化合物が、構造式、
【化３２】

によって表わされる、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２３】
　それを必要とする被験者の癌の治療のための、請求項１～１９、２１及び２２のいずれ
か一項に記載の化合物の使用。
【請求項２４】
　癌が、肺癌、乳癌、大腸癌、脳癌、前立腺癌、メラノーマ、多形膠芽腫、卵巣癌、胚細
胞腫、神経膠腫、および中皮腫からなる群から選択される、それを必要とする被験者の癌
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の治療のための、請求項１～１９、２１及び２２のいずれか一項に記載の化合物の使用。
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